
2024年度　三田学園中学校入学試験問題

A日程　  社　　会

〈注意〉各問題の解答はすべて解答用紙に書き入れなさい。

受験番号
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1 �　 あるテレビ局では、小学生向けの歴史番組の制作をおこなっています。その番組をつくるための会議で、
４つの企

き
画
かく
書が出されました。それぞれの企画の空らん Ａ 〜 D にあてはまる人名を答えな

さい。答えは解答らんの字数に合うように漢字で答えなさい。

「 Ａ はなぜ日本に来たのか？」

〜６度の航海の末
すえ
たどりつき、唐

とうしょうだいじ
招提寺にこめた願いとは〜

「元との戦いの勝利の理由は何か？」

〜執
しっ
権
けん

B が御家人に下した命令とは〜

「 C はなぜ農民から刀をうばったのか？」

〜刀
かたながり
狩令によっておこった社会の変化とは〜

「生まれながらの将軍は、大名に何を求めたか？」

〜３代将軍 D が江戸幕府にもたらした功績とは〜

出典：写真はすべて『小学社会』（教育出版）より
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2 　 日本は歴史の中でどのように世界の国ぐにと関わってきたのでしょう。次のＡ〜Ｃの文を読み、下の
問に答えなさい。

Ａ 卑
ひ
弥
み
呼
こ
が生きた①３世紀に関する３つの資料［資料１〜３］を集めました。これらの資料について、

三田さん・学
まなぶ
さん・園

その
子
こ
さんの３人が話し合っています。

資
料
１

３
世
紀
に
倭わ

（
日
本
）
に
来
た

中
国
の
使
者
が
日
本
に
つ
い
て

書
い
た
も
の

「
倭
の
国
の
王
は
、
も
と
は
男
性
が

つ
と
め
た
。
従
え
て
い
た
く
に
ぐ
に

が
争
い
を
起
こ
し
、
戦
い
が
続
い
た
の

で
、
相
談
し
て
、
卑
弥
呼
と
い
う
女
性

を
王
に
た
て
た
。
卑
弥
呼
は
、
よ
く
う

ら
な
い
を
し
て
、
人
々
を
引
き
付
け
る

ふ
し
ぎ
な
力
を
も
っ
て
い
た
。

女
王
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど

人
に
会
わ
ず
、
女
の
召め
し
使つ
か
い
１
０
０
０

人
に
、
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
さ
せ
て

い
た
。
宮き
ゅ
う
で
ん殿、
や
ぐ
ら
、
さ
く
の
ま
わ

り
は
、
い
つ
も
兵
士
が
守
っ
て
い
た
。

ま
た
、
卑
弥
呼
は
、
中
国
に
使
い
を
送

り
、
お
く
り
物
を
し
た
の
で
、
中
国
の

皇
帝
は
、
そ
の
お
返
し
に
卑
弥
呼
に
倭

王
の
称し
ょ
う
ご
う号を
あ
た
え
、
織
物
や
銅
の
鏡

な
ど
を
さ
ず
け
た
。」

資料２ ��
３世紀の東アジアの地図

資料３ ��
邪馬台国があった場所といわれる遺

い
跡
せき
の場所

吉野ケ里遺跡

纏向
まきむく

遺跡

＊赤
せき
壁
へき
の戦い（魏

ぎ
vs蜀
しょく
・呉

ご
）、五

ごじょうげん
丈原の戦い（魏vs蜀）

出典：『詳説世界史図録』（山川出版社）

　三田さん：卑弥呼って、うらないで国をおさめたっていうのは知っていたけど、そのうらないは中国
から教わったって書いてあるね。知らなかったな。

　学さん　：卑弥呼の宮殿は厳重に守られていたんだね。同じころの中国も、いくつかの国に分かれて
争いが続いていたことがわかるね。

　園子さん：３世紀に中国でつくられた銅製の鏡が、奈良県か群馬県のどちらかで見つかったら、纏向
遺跡と吉野ケ里遺跡のどちらに邪馬台国があったか、はっきりするんだけどな。

問１　３人の会話の内容についてもっとも適切なものを、次のア〜クから一つ選び、記号で答えなさい。
　　ア．三田さんだけが正しい　　　　　イ．学さんだけが正しい　　　　ウ．園子さんだけが正しい
　　エ．三田さんと学さんが正しい　　　オ．三田さんと園子さんが正しい
　　カ．学さんと園子さんが正しい　　　キ．全員が正しい　　　　　　　ク．全員がまちがっている

問２　下線部①について、３世紀よりも前の出来事として正しいものを、次のア〜エから一つ選び、
記号で答えなさい。

　　ア．日本にやってきた渡
と
来
らい
人が、中国の漢字をつたえた。

　　イ．中国から米づくりがつたわり、各地で水田がつくられた。
　　ウ．外国からの使いがやってくる今の大阪府に、巨大な古

こ
墳
ふん
がつくられた。

　　エ．大和朝
ちょうてい
廷が、中国に使いを送った。
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Ｂ　平清盛が生きた ②12世紀に関する３つの資料［資料４〜６］を集めました。これらの資料について、
三田さん・学さん・園子さんの３人が話し合っています。

資
料
４

「
平
家
物
語
」
に
書
か
れ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
氏
の
繁は
ん
栄え
い

「
清
盛
さ
ま
の
一
家
の
一
人
だ
と
い

え
ば
、
あ
の
名
門
の
藤
原
氏
の
一
族
で

あ
ろ
う
と
も
肩
を
な
ら
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
清
盛
さ
ま
の
奥
さ
ま
の
弟
は

こ
う
い
っ
た
。「
平
家
で
な
い
者
は
人

で
は
な
い
」
と
。

平
家
の
邸て
い
宅た
く
で
は
、
美
し
く
着
飾
っ

た
人
が
満
ち
満
ち
て
、
ま
る
で
花
が
咲

い
た
よ
う
に
華
や
か
で
あ
る
。

又
所
有
す
る
財
宝
は
揚よ
う
し
ゅ
う州
の
金
、

荊け
い
し
ゅ
う
州
の
珠た
ま
、
呉ご

郡き
ん

の
綾あ
や
、
蜀し
ょ
く
こ
う江の
錦
に
し
き

な
ど
、
珍
し
い
宝
が
一
つ
と
し
て
欠
け

る
事
は
無
い
。」

＊
珠た
ま
…
真し
ん
珠じ
ゅ
の
こ
と
か
。

＊
綾あ
や
・
錦
…
ど
ち
ら
も
色
糸
を
も
ち

い
て
織
ら
れ
た
美
し
い
絹
織
物

資料５
12世紀ごろの東アジアと日本の交流

資料６ ��
大
おおわだのとまり
輪田泊の位置

＊呉郡は揚州のすぐ近くの町、蜀江は長江の上流付近の町の
こと

出典：『高校日本史』（山川出版社）

＊大輪田泊は、平清盛が宋との貿易のためにひらいた港。
　福原京は、清盛の意見によって移された都。

出典：産経新聞 歴史シアターより抜粋

　三田さん：「人ではない」なんて、清盛もずいぶんひどい言い方をするね。外国の使節とも、同じよ
うに接していたのなら、いやだなあ。

　学さん　：でも、清盛の時には外国との貿易がさかんだったみたいだよ。南宋
そう
という国だけでなく、

金という国とも交流があったみたいだね。
　園子さん：中国の商人は、瀬戸内海をとおって日本に来ていたんだね。清盛は今の神戸に港をつくり、

都まで移したんだから、すごい力を持っていたんだな。

問３　３人の会話の内容についてもっとも適切なものを、次のア〜クから一つ選び、記号で答えなさい。
　　ア．三田さんだけが正しい　　　　　イ．学さんだけが正しい　　　　ウ．園子さんだけが正しい
　　エ．三田さんと学さんが正しい　　　オ．三田さんと園子さんが正しい
　　カ．学さんと園子さんが正しい　　　キ．全員が正しい　　　　　　　ク．全員がまちがっている

問４　下線部②について、12世紀よりも前の出来事として正しいものを、次のア〜エから一つ選び、
記号で答えなさい。

　　ア．竹
たけ
崎
ざき
季
すえ
長
なが
が九州で戦った。

　　イ．遣
けん
唐
とう
使
し
が廃止された。

　　ウ．足利義満が明との貿易をはじめた。
　　エ．博多の海岸に石

いし
垣
がき
がきずかれた。
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Ｃ　杉田玄
げん
白
ぱく
が生きた ③18世紀に関する３つの資料［資料７〜９］を集めました。これらの資料について、

三田さん・学さん・園子さんの３人が話し合っています。

資
料
７

杉
田
玄
白
が
「
解
体
新
書
」
を

完
成
さ
せ
る
ま
で
を
回
想
し
た
記
録

帰
り
道
、
前
野
良り
ょ
う
た
く
沢
た
ち
と
一
緒
だ
っ

た
。
と
ち
ゅ
う
で
語
り
合
っ
た
こ
と
は
「
今

日
の
死
体
解か
い
剖ぼ
う
は
何
も
か
も
が
お
ど
ろ
く
こ

と
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
は
ず
か
し
い
。」
…

そ
の
時
、
私
は
、「
な
ん
と
か
こ
の
『
タ
ー

ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
（
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か

れ
た
医
学
書
）』の
一
部
を
ほ
ん
訳
し
た
ら
、

体
の
内
外
の
こ
と
が
わ
か
り
、
治ち
り
ょ
う療
に
も
大

き
く
役
だ
つ
ぞ
。」
と
語
っ
た
。

…
翌
日
、
前
野
良
沢
の
家
に
集
ま
り
、
ま
ず

『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
の
書
物
を
見

る
と
、
ま
る
で
艪ろ

や
舵か
じ
の
な
い
船
が
大
き
な

海
に
の
り
だ
し
た
よ
う
で
、
広
く
て
よ
り
ど

こ
ろ
も
な
く
、
た
だ
、
あ
き
れ
に
あ
き
れ
て

い
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

＊
艪
…
船
を
こ
ぐ
た
め
の
道
具

＊
舵
…
船
の
方
向
を
決
め
る
た
め
の
道
具

資料８
左は中国から伝わった医学書、右は解体新書の解剖図

資料９ ��
18世紀の日本と海外の交流をあらわした図

江戸幕府

松前藩
長 崎

薩摩藩

蝦夷地のアイヌ

オランダ

中国（清）

対馬藩

朝 鮮

琉球王国

出典：『新しい社会』（東京書籍）

　三田さん：玄白や良沢が『ターヘル・アナトミア』をほん訳したかったのは、中国の医学書ではわか
らないことが多かったからなんだな。

　学さん　：でも、オランダ語がわからなくて、最初は本当に困っていたんだね。それなのに、１冊の
本のほん訳を完成させたのはすごいことだよね。

　園子さん：18世紀の日本は鎖
さ
国
こく
していると思っていたけれど、実はいくつかの藩

はん
や長崎を通じて、

海外と結ばれていたんだね。『ターヘル・アナトミア』は薩
さつ
摩
ま
藩を通じて入ってきたのかな。

問５　３人の会話の内容についてもっとも適切なものを、次のア〜クから一つ選び、記号で答えなさい。
　　ア．三田さんだけが正しい　　　　　イ．学さんだけが正しい　　　　ウ．園子さんだけが正しい
　　エ．三田さんと学さんが正しい　　　オ．三田さんと園子さんが正しい
　　カ．学さんと園子さんが正しい　　　キ．全員が正しい　　　　　　　ク．全員がまちがっている

問６　下線部③について、18世紀よりも前の出来事として正しいものを、次のア〜エから一つ選び、
記号で答えなさい。

　　ア．アメリカの使節が日本にやってきた。
　　イ．伊

い
能
のう
忠敬が日本全国の地図をつくった。

　　ウ．島原・天草一
いっ
揆
き
がおこった。

　　エ．富
とみ
岡
おか
製糸場が開かれた。
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3 　 次の会話文と年表を読み、下の問に答えなさい。
　めぐみ：「先生、私は歴史が苦手なのですが、どうしたら得意になりますか？」
　先　生：「そうですね。めぐみさんはアニメが好きなのですよね。」
　めぐみ：「はい。『鬼

き
滅
めつ
の刃』や『るろうに剣

けん
心
しん
』が好きでよく見ていました。」

　先　生：「その『鬼滅の刃』は大正時代、『るろうに剣心』は明治時代が舞
ぶ
台
たい
でしたよね。」

　めぐみ：「先生、よく知っていますね。」
　先　生：「実は私もアニメが大好きなのです。」
　　　　　「アニメなど自分の好きなことから興味を持っていけば歴史も好きになりますよ。」
　めぐみ：「そうですね。マンガやアニメだとイメージがわきやすいですね。」

　そこで、めぐみさんは明治時代から大正時代にかけての歴史の年表をまとめてみました。

　先　生：「年表から何かわかることはありますか？」
　めぐみ：「明治・大正時代は戦争が多いですね。」
　先　生：「そうですね。20世紀は戦争の世紀ともよくいわれます。」
　めぐみ：「当時の日本は欧

おう
米
べい
の国に追いつくために必死だったのですね。」

　先　生：「アニメの中身とはちがいますが、激動の時代であったことはわかりますね。」

問１　下線部①について、岩倉使節団の一員として当時６歳の少女がアメリカにわたりました。その少
女が帰国後に取り組んだ内容の説明としてもっとも適切なものを、次のア〜エから一つ選び、記号
で答えなさい。

　　ア．帰国後、伝染病の研究所をつくり、ペスト菌
きん
を発見しました。

　　イ．帰国後、学校を開き、女性の英語教師の育成に力をそそぎました。
　　ウ．帰国後、初の女性議員となり、足

あし
尾
お
銅山の公害問題に取り組みました。

　　エ．帰国後、女性の地位向上のため、自由民権運動を起こしました。

1868年 明治政府ができる

1871年 ①岩倉使節団が外国を訪れる

1889年 ②明治憲法が発布される

1894年 イギリスと条約の一部を改正する

1894〜 1895年 ③日清戦争がおこる

1904〜 1905年 ④日
にち
露
ろ
戦争がおこる

1910年 韓
かん
国
こく
を併合する

1911年 ⑤アメリカとの条約を改正する

1914年 第一次世界大戦がおきる

1920年 国際連盟に加盟する

1923年 関東大
だい
震
しん
災
さい
がおきる

1925年 ⑥普
ふ
通
つう
選挙法・治安維

い
持
じ
法が定められる
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問２　下線部②について、この憲法の条文（一部を要
よう
約
やく
しています）として正しいものを次のア〜エから

一つ選び、記号で答えなさい。
　ア．　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ウ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問３　下線部③・④について、次のグラフから読み取れるものとして適切でないもの
4 4 4 4 4 4 4

を、下のア〜エか
ら一つ選び、記号で答えなさい。

臨

時

軍
事
費

動
員

兵
力

死
者

戦
傷
者

日清戦争
日露戦争

15億円105

150万人10050

10万人5

15万人105

2億48万円

15万人

1万3,488人
8万8,133人

7万1,400人
13万人

110万人

15億2,321万円

日清・日露戦争の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�� 引用 ：『日本歴史大辞典』河出書房新社

　　ア．兵力動員数・死者数・戦傷者数のすべてにおいて日清戦争よりも日露戦争の方が多い。
　　イ．軍事費は、日露戦争は日清戦争の５倍以上である。
　　ウ．死者数は、日露戦争は日清戦争の５倍以上である。
　　エ．戦傷者数は、日露戦争は日清戦争の２倍以上である。

問４　下線部⑤について、この時の条約改正内容の説明としてもっとも適切なものを、次のア〜エから
一つ選び、記号で答えなさい。

　　ア．小村寿
じゅ
太
た
郎
ろう
が関税自主権を回復した。　　　　イ．小村寿太郎が治外法権を回復した。

　　ウ．陸
む
奥
つ
宗光が関税自主権を回復した。　　　　　エ．陸奥宗光が治外法権を回復した。

問５　下線部⑥について、次のａ・ｂの説明文を読み、ａ・ｂとも正しい場合は「ア」、ａのみ正しい
場合は「イ」、ｂのみ正しい場合は「ウ」、ａ・ｂともに正しくない場合は「エ」の記号で答えなさい。

ａ．25歳以上のすべての男女に選挙権があたえられた。
ｂ．キリスト教徒をとりしまるために治安維持法が制定された。

一、人の和を大切にしなさい。
二、仏の教えを厚

あつ
く敬いなさい。

三、天皇の命令には、必ず従いなさい。

一、学問や武芸を身につけ、常にこれにはげむこと。
一、城を修理する場合は、幕府に届け出ること。
一、大名は、領地と江戸に交代で住み、毎年４月に参
勤すること。

一、大日本帝
てい
国
こく
は、永遠に続く同じ家系の天

皇がおさめるものとする。
三、天皇は神のように尊い存在であり、けが
してはならない。

四、天皇は国の元首であり、憲法にしたがっ
て国を統治する権利を持つ。

一、天皇は、日本国の象
しょうちょう
徴であり、この地位は、

主権者である国民の総意にもとづく。
三、天皇の国事行

こう
為
い
には、内閣の助言と承認を

必要とし、内閣がその責任を負う。
四、天皇は、この憲法の定める国事行為のみを
行い、国政に関する権能を有しない。
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4 　 大阪府吹
すい
田
た
市に住むニカさんは、夏休みの自由研究でニカさんの祖父母が生まれた 1950〜 60年代

における 吹田市の人口の変化について調べることにしました。次のＡ〜Ｃは、ニカさんが調べた自由
研究の成果です。これを見て、問に答えなさい。

　　　　　Ａ【吹田市の人口】　　単位：人

Ｂ【1965年 日本における人口ピラミッド】

引用：令和４年度『吹田市統計書』より作成

引用：『昭和40年度国勢調査』（総務省統計局）より作成
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Ｃ【1950〜 70年までの日本と吹田市の出来事】

1951年　アメリカのサンフランシスコで日本は平和条約を結んだ
1963年　日本初の高速道路である ① が開通し、吹田市にはサー

ビスエリアができた
1964年　東京オリンピックが開かれ、同年 東京〜新大阪に新幹線が

開通した
1970年　ニュータウンの建設が進む千

せん
里
り
丘
きゅうりょう
陵で ② が開かれた

兵庫県兵庫県

吹田市　　吹田市　　

大阪市　　大阪市　　

大阪府　　大阪府　　

京都府京都府

奈良県奈良県

引用：「吹田市お出かけINFO」（suita-kankou.jp）より

問１　ニカさんは調べた自由研究Ａ・Ｂから次の文ａ・ｂのことを読みとりました。ａ・ｂの文を読み、
ａ・ｂとも正しい場合は「ア」、ａのみ正しい場合は「イ」、ｂのみ正しい場合は「ウ」、ａ・ｂと
もに正しくない場合は「エ」の記号で答えなさい。

ａ．吹田市の人口は、1950年から1965年にかけて増加しつづけている。
ｂ．1965年に日本に住む０〜 14歳の人口は、75歳以上の後期高

こう
齢
れい
者の人口より多い。

問２　ニカさんは自由研究Ｂの作成中に、1965年の18歳人口と19歳人口に大きな差があることに気
づきました。ふしぎに思ったニカさんは、あらためて1965年の日本人口を調べて［表１］をつく
りました。

［表１］1965年　日本の年
ねん
齢
れい
別人口（一部）　　単位：千人

17歳（1947年生まれ） 2,423
18歳（1946年生まれ） 2,295
19歳（1945年生まれ） 1,457
20歳（1944年生まれ） 1,553

　　　　　　　　　　　　　　　　　　引用 ：『昭和40年度国勢調査』（総務省統計局）より作成

　　 ［表１］から1945年生まれの当時19歳の人口と1946年生まれの18歳の人口に約90万人程度
の差があることに疑問を持ったニカさんは、その理由を次のように仮説を立てて考えてみました。
次の仮説文の空らん Ｘ ・ Ｙ にあてはまる文としてもっとも適切なものを、下のア〜エから
それぞれ一つずつ選び、記号で答えなさい。

　【仮説】
1945年までの日本は Ｘ が続いていた。特に1944年以降、東京や大阪などの都心部では
Ｙ があいつぎ死傷者が増加した。また、物流の混乱によって栄養不足になる人があとをたた
ず、人口増加がのびなやんだ。いっぽう、1946年以降は、こうした状況が改善したため、人口が
急激に増加したと考えられる。

　　ア．東日本大震災や阪神・淡路大震災などの災害　　　イ．日中戦争や太平洋戦争などの戦争
　　ウ．戦争を続けるよううったえる日比谷焼きうち事件　　　エ．アメリカ軍の爆

ばく
撃
げき
機による空

くうしゅう
襲

問３　自由研究Ｃの空らん ① ・ ② にあてはまる語句としてもっとも適切なものを、下の語群
からそれぞれ選び、漢字で答えなさい。

　〈語群〉

瀬戸大橋　　愛・地球博　　首都高速道路　　大阪万博　　名神高速道路　　内国勧
かんぎょう
業博覧会
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5 　 日本の自然条件と人びとのくらしについて、Ⅰ・Ⅱの問に答えなさい。
Ⅰ　次の文を読んで、下の問に答えなさい。

　降水量が多く、また河川の多い日本では、①水害が多いです。そのため、濃
のう
尾
び
平野を流れる ②木

き
曽
そ
三川

の合流地帯では、水害から土地を守るために、 Ｘ とよばれる対策をとってきました。 Ｘ 集落
では、住宅の一部に盛り土をしたり、水屋とよばれる建物に非常用の食料を保存したりしています。

問１　文中の空らん Ｘ に入る適切な語句を、漢字二文字で答えなさい。

問２　下線部①について、洪
こう
水
ずい
（内

ない
水
すい
氾
はん
濫
らん
）をあらわすもっとも適切な図記号を、次のア〜エから一つ

選び、記号で答えなさい。
ア イ ウ エ

引用：図記号は、内閣府「防災情報のページ」より

問３　下線部②について、木曽川以外の河川名の適切な組合せを、次のア〜オから一つ選び、記号で答
えなさい。

　　ア．利根川・揖
い
斐
び
川　　　　　イ．利根川・最

も
上
がみ
川　　　　ウ．最上川・四

し
万
まん
十
と
川

　　エ．長良川・四万十川　　　　オ．長良川・揖斐川

問４　文中の Ｘ で見られる住宅では、下の写真のようにカベが少なく通りぬけができるようなつ
くりになっている建物があります。このようなつくりになっている理由を水害との関わりから考え、
説明しなさい。

引用：写真は「国営木曽三川公園センター」より
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Ⅱ�　次の２つの表（2020年における都道府県別の農業産出額と農業生産額にしめる米・野菜・果実・畜
ちく
産
さん

の割合）を見て、下の問に答えなさい。

［表１］
農業産出額
（億円）

米
（％）

野菜
（％）

果実
（％）

畜産
（％）

千葉 3,853 16.6 35.9 2.9 31.0
埼玉 1,678 19.5 49.5 3.2 14.6
神奈川 659 4.7 52.4 9.7 22.3
高知 1.113 10.2 63.9 10.0 7.4

［表２］
農業産出額
（億円）

米
（％）

野菜
（％）

果実
（％）

畜産
（％）

ア 12,667 9.5 16.9 0.5 57.9
イ 1,898 56.8 15.9 4.7 19.2
ウ 4,772 4.4 11.5 2.1 65.4
エ 2,697 15.3 33.0 33.1 10.0

出典 ：表はすべて『データブック オブ・ザ・ワールド 2023』より作成

問５ ［表１］は、2020年における野菜の割合が高い県をまとめたものです。４県のうち、野菜づくり
がさかんな条件がほかの３県とは異なる県があります。その県名を答え、この県が野菜生産に力を
入れるためにおこなっている工夫を、「気候」・「冬」の語句を使って説明しなさい。

問６ ［表２］のア〜エには、〔北海道〕・〔秋田県〕・〔長野県〕・〔鹿
か
児
ご
島
しま
県〕のいずれかが入ります。

2020年において、肉用牛の飼養頭数が上位２位にあたる道県が表中ア〜エの中に２つふくまれて
います。その２つ

4 4

をそれぞれ記号で答えなさい。
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6 　 社会の授業で、日本各地の気候のちがいについて学習したツヨシさんとアイさんは、世界の気候を調
べることにしました。下の地図中に示した、カイロ、モスクワ、シャンハイ、シンガポールについて、
ツヨシさんは、それぞれの都市の気候統計をもとに雨温図Ａ〜Ｄを作成し、アイさんは、それぞれの都
市で暮らす人々の生活の様子をカードＥ〜Ｈにまとめました。ツヨシさんとアイさんが教室で発表した
内容について、問に答えなさい。

Ｅ
一年を通して気温が高いので、一年中、風
通しの良い服を着ている。

Ｇ
強い日ざしと砂あらしから身体を守るために、
全身をおおうような服を着ている。

Ｆ
冬の寒さがきびしく、厚手のコートや耳ま
でおおう大きなぼうしをかぶっている。

Ｈ
季節の変化におうじて服装がかわり、夏は
半そでの服ですごす人が多い。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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◇ ツヨシさん と アイさん の発表 ◇

ツヨシ　　「地図中に示した４つの都市のうち、モスクワ、シャンハイ、シンガポールは【　ａ　】
大陸にありますが、カイロは【　ｂ　】大陸にあります。」

ア　イ　　「４つの都市のうち、赤道にもっとも近いところにあるのがシンガポールで、いずれの都
市も北半球にあります。」

ツヨシ　　「日本でも南にある沖
おき
縄
なわ
県と北にある北海道では気候が異なります。沖縄は夏と冬の気温

の差が小さいけれど、北海道は冬の寒さが厳しくなります。それと同じように、世界でも
赤道に近いところでは一年を通して気温の差が小さく、降水量も多くなります。シンガポー
ルの雨温図は（　ア　）です。」

ア　イ　　「砂
さ
漠
ばく
に近いところにあるカイロは、一年を通して降水量がとても少なく、空気がかわい

ています。そのため、カード（　イ　）のように、服装に特ちょうがあります。」

ツヨシ　　「シャンハイの気候は、日本の太平洋側地域の気候と似ていて、夏は Ｘ です。」

ア　イ　　「日本よりもずっと北にあるモスクワは、夏は少し気温が高くなるけれど、冬は氷点下の
日が続きます。」

ツヨシ　　「これら調べたことから、赤道からの距
きょ
離
り
が遠くなると Ｙ ということがわかりました。」

問１　二人の発表の中にある【　ａ　】と【 　ｂ　】にあてはまる語句の組合せとして適切なものを、
次のア〜エのうちから一つ選びなさい。

　　ア　ａ：北アメリカ　　ｂ：南アメリカ　　　　イ　ａ：北アメリカ　　ｂ：アフリカ
　　ウ　ａ：ユーラシア　　ｂ：アフリカ　　　　　エ　ａ：ユーラシア　　ｂ：南アメリカ

問２　二人の発表の中にある（ 　ア　 ）にあてはまる雨温図を、Ａ〜Ｄのうちから一つ選び、記号で
答えなさい。

問３　二人の発表の中にある（ 　イ　 ）にあてはまるカードを、Ｅ〜Ｈのうちから一つ選び、記号で
答えなさい。

問４　二人の発表の中にある Ｘ にあてはまる文章を考え、解答らんに答えなさい。

問５　二人の発表の中にある Ｙ にあてはまる文章としてもっとも適切なものを、次のア〜エから
一つ選び、記号で答えなさい。

　　ア．一年を通して気温が高くなる
　　イ．夏と冬の気温の差が大きくなる
　　ウ．一年を通して降水量が多くなる
　　エ．夏と冬の降水量の差が大きくなる
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7 　 次の文章を読んで、下の問に答えなさい。
　国の政治の方向を決めるのが、国会の重要な仕事です。国会には、①衆議院と ②参議院という２つの
話し合いの場があり、国民の生活に関わる法律や政治を進めるための予算などを多数決で決めます。
　国会で決められた予算や法律にもとづいて、国民全体のためのいろいろな仕事を責任をもっておこな
うのが内閣です。内閣のもとで実際の仕事を受けもつのは、③省や庁です。国務大臣は、担当する省の
大臣として、分担された仕事を進めていきます。
　裁判所は、国会で決められた法律に問題があったり、法律に反して政治が行われたりしたときに、法
律にもとづいて問題を解決し、国民の権利を守る仕事をしています。④国民は、だれでも裁判を受ける
権利をもっています。⑤国会・内閣・裁判所は、国の重要な役割を分担しており、そのしくみを三権分
立といいます。

問１　下線部①について、現在の衆議院の議員定数として適切なものを、次のア〜エから一つ選び、記
号で答えなさい。

　　ア．２４８人　　　　イ．３５６人　　　　ウ．４６５人　　　　エ．５７８人

問２　下線部②について、参議院の任期として適切なものを、次のア〜エから一つ選び、記号で答えな
さい。

　　ア．３年　　　　　　イ．４年　　　　　　ウ．６年　　　　　　エ．８年

問３　下線部③について、次のＡ・Ｂの省と、その役割を示した文Ⅰ〜Ⅲの組合せとして適切なものを、
下のア〜カから一つ選び、記号で答えなさい。

Ａ．総務省　　　　　　Ｂ．厚生労働省

　　　　　　　　　　Ⅰ．予算や財政などに関する仕事　　　　
　　　　　　　　　　Ⅱ．国民の健康や労働などに関する仕事　
　　　　　　　　　　Ⅲ．国の行政組織や通信などに関する仕事

　　ア．Ａ−Ⅰ　Ｂ−Ⅱ　　　　イ．Ａ−Ⅰ　Ｂ−Ⅲ　　　　ウ．Ａ−Ⅱ　Ｂ−Ⅰ
　　エ．Ａ−Ⅱ　Ｂ−Ⅲ　　　　オ．Ａ−Ⅲ　Ｂ−Ⅰ　　　　カ．Ａ−Ⅲ　Ｂ−Ⅱ

問４　下線部④について、
　（１）人権を守り、公平・公正な裁判にするため、何回まで裁判を受けることができますか。
　（２）国民が裁判に参加する制度を何といいますか。

問５　下線部⑤について、次のＡ・Ｂの役割とそれをになう機関Ⅰ〜Ⅲの組合せとして適切なものを、
下のア〜カから一つ選び、記号で答えなさい。

Ａ．外国と条約を結ぶ　　　　Ｂ．裁判官をさばく裁判をおこなう

Ⅰ．国　会　　　　　Ⅱ．内　閣　　　　　Ⅲ．裁判所

　　ア．Ａ−Ⅰ　Ｂ−Ⅱ　　　　イ．Ａ−Ⅰ　Ｂ−Ⅲ　　　　ウ．Ａ−Ⅱ　Ｂ−Ⅰ
　　エ．Ａ−Ⅱ　Ｂ−Ⅲ　　　　オ．Ａ−Ⅲ　Ｂ−Ⅰ　　　　カ．Ａ−Ⅲ　Ｂ−Ⅱ
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8 　 次の会話文を読んで、下の問に答えなさい。
　小学生の太郎と花子は、大事なことについて考えこんでいました。太郎は眉

まゆ
をひそめ、花子に向かっ

てしんけんな顔でたずねました。
　太　郎：「なんで世界には争う国があるんだろうね？」

　花子は太郎の質問にしんけんに向き合い、深いため息をついてから言葉を選びました。
　花　子：「戦争は本当に難しい問題なんだ。戦争がおこるときにはいろんな①原因がからみあっている

ことがあるよ。」

　太郎は興味深く花子の言葉を聞いていました。
　太　郎：「でも、戦争って本当に悲しいし、たくさんの人々が傷ついたり亡くなったりするんだよね。

戦争がおきていることを知ると、②平和がいかに大切なのかがわかる気がするね。」

　花子は太郎の問いかけに答えました。
　花　子：「そうだね。平和はとても大切な価値なんだよ。平和であると、人々は安心して生活できるし、

友情や協力が育まれるんだ。それに、スポーツを楽しんだり、文化や歴史を学んだり、

③世界遺産などの自然の美しい場所を守ることができるのも平和であるおかげなんだ。」
　太　郎：「④平和を守るための組織ってどんなものがあるのかな？」
　花　子：「まだまだ知らないから、調べてみたいね。平和のためには組織の力も大切だけど、⑤私たち

が平和のためにできることも考えていきたいね。」

問１　下線部①に関連して、戦争や紛
ふん
争
そう
の直接的な原因をあらわした次の文ａ・ｂを読み、ａ・ｂとも

正しい場合は「ア」、ａのみ正しい場合は「イ」、ｂのみ正しい場合は「ウ」、ａ・ｂともに正しく
ない場合は「エ」の記号で答えなさい。

ａ．戦争や紛争の原因の一つに、政治的・宗教的・思想的なちがいがある。
ｂ．戦争や紛争の原因の一つに、国境や領土の所有権について主張のちがいがある。

問２　下線部②に関連して、平和を守るために世界でかつやくしている日本の人々はたくさんいます。
その活動としてふさわしくないもの

4 4 4 4 4 4 4 4 4

を、次のア〜エから一つ選び、記号で答えなさい。
　　ア．Ａさんは、アフリカ親善大使としてアフリカの国ぐにを訪問し、食料など、ものの支

し
援
えん
と同様

に、心のケアなど、人に対する支援の大切さを、世界に向けて発信しました。
　　イ．Ｂさんは、パキスタンやアフガニスタンで病気に苦しむ人々に対しての医

い
療
りょう
活動をおこなっ

たり、安全な水の確保のために井戸をほったりする活動をおこないました。
　　ウ．Ｃさんは、争いが起きにくくするための講演活動を世界各地でおこない、自分とちがう意見を

持つグループとはできるだけ関わらないよう、同じ意見を持ったグループとだけ付き合うよう
に伝えました。

　　エ．Ｄさんは、文字の読み書きを教えるために、青年海外協力隊として経済発展のおくれている国
や地域へ行って、現地の小学生に授業をおこないました。
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問３　下線部③に関連して、世界遺産を認定する国際連合の機関として適切なものを、次のア〜エから
一つ選び、記号で答えなさい。

　　ア．国連教育科学文化機関（Ｕ
ユ ネ ス コ
ＮＥＳＣＯ）　　　　　イ．国連児童基金（Ｕ

ユ ニ セ フ
ＮＩＣＥＦ）

　　ウ．国連高等難民弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）　　　　エ．国連平和維持活動（ＰＫＯ）

問４　下線部④に関連して、国際連合の主要な機関で、国連憲章のもとに国際平和と安全に主要な責任
を持つ組織を、漢字７文字で答えなさい。

問５　下線部⑤に関連して、小学生の私たちが平和のために今できることを「世界と日本のつながり」
という視点を入れて具体的に答えなさい。ただし、必ずしも「世界と日本のつながり」という語句
を使用する必要はありません。
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〔以下空白〕










